リオで鬼剣舞、県人会へ恩返し　北上・庭元の菅原さん 
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　【リオデジャネイロで運動部・斎藤孟】北上市の鬼柳鬼剣舞の２０人は１９日、前日に続いてリオデジャネイロ市内で勇壮な舞を披露し、日本の伝統芸能の魅力を発信した。１９日はブラジル県人会（千田曠曉（ひろあき）会長）とも交流。３８年ぶりのブラジル訪問となった庭元の菅原晃さん（６９）は「当時からの思いが成し遂げられた」と、迫力ある舞に県人会への恩返しの思いを込めた。

　同日は東京五輪組織委などの拠点のジャパンハウスで約１０分間公演した。「一番庭」、最大８本の刀を使う「宙返り」、膳を使った「膳舞」、「刀剣舞の狂い」の組み踊りを発表した。

　太鼓で舞をリードした菅原さんは１９７８年、同県人会２０周年に合わせた伝承活動指導でブラジルを訪れた。２週間の滞在で、千田会長の父・故安治さんらに世話になった恩は今も忘れない。現地を案内されたり、県人会の会員宅に招待されるなど大歓迎を受けた。ただ、演舞は先輩と２人だけのものしか披露できず、「いつか本物の踊りを見せたい」と長年、心にためていた。
今回は囃子方（はやしかた）と踊り手の計２０人で渡航し、念願をかなえた。菅原さんは「思いが成し遂げられた。うれしいよりもほっとしている。たくさんの歓声がありがたい」と感謝した。

【写真＝「３８年前の恩返しができた」と千田曠曉会長と握手し、感謝を伝える菅原晃さん（右）＝１９日、リオデジャネイロ】
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